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簡易な手法による魚道の機能改善の試み

近藤正美・増成伸文

国営土地改良事業で頭首工を新改築する場合は，特

別な理由のある場合を除き，魚道を設けることとされて

いるが，これまで設置された魚道には，構造上の欠陥等

の理由から魚が遡上できないものが多いと言われてお

り，これら施設の魚道改修を漁業者等から要請されるこ

とも多い
1)

。岡山県東部を流れる吉井川にも，河口から

上流に鴨越堰，吉井堰，坂根堰，新田原堰等が建設され，

鴨越堰，坂根堰，新田原堰には魚道が設置されている
2)

が，鴨越堰魚道でアユ Plecoglossus altivelis altivelis の遡

上阻害がみられた

*

ことから，その改善方法を検討した。

また，国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所が実施

する坂根堰魚道調査に合わせ，鴨越堰魚道の簡易な改善

とアユの標識放流を実施し，鴨越堰から坂根堰に至るア

ユの遡上調査から改善効果の検証を試みた。

材料と方法材料と方法材料と方法材料と方法

調査場所調査場所調査場所調査場所 図1に調査場所を，図2-1，2に鴨越堰及び

鴨越堰右岸魚道の概要を，図3-1，2に坂根堰及び坂根堰

右岸魚道の概要を，図4に鴨越堰での流速測定場所をそ

れぞれ示した。鴨越堰は吉井川の最下流に位置する河口

堰で，右岸側に岸から順に階段式魚道1基とデニール式

魚道2基が，左岸側には岸から順に階段式魚道1基と扇形

魚道1基が設置されている。調査対象としたのは右岸の

階段式魚道で，簡易な改善は両岸の階段式魚道で実施し

た。坂根堰は鴨越堰から約10㎞上流に位置する堰で，両

岸に階段式魚道が設置されている
3)

。

水温水温水温水温 水温は鴨越堰の右岸魚道の上流で，自動観測装

置（デ－タ・ロガ－，Onset社製）を用いて，30分毎に

測定したデータを1日毎に平均して求めた。

流速流速流速流速 21013年4月28日，流速を魚道出口付近でポータ

ブル電磁流速計（LP30，（株）ケネックス製）を用いて

測定し， 底層における10秒間の平均値を求めた。

魚道改善魚道改善魚道改善魚道改善 鴨越堰右岸魚道において，目視によりアユ

の遡上状況を調査し，魚道の問題点を検討したうえで，

魚道の改善を行った。右岸魚道の改善は'13年4月28日，

左岸魚道の改善は5月7日に，それぞれ中央側の魚道出口

を4×20×210㎝の板2枚で塞ぐとともに，岸側の魚道出

口に 4×9×210㎝の垂木1本と19×39×15㎝のコンクリ

ートブロック9個を，魚道出口から最初の切り欠きまで

の水路には19×39×15㎝のコンクリートブロック2個を

用い，魚道出口付近の流速を低下させた。

図1 調査場所

図2-1 鴨越堰の平面図

図2-2 鴨越堰右岸魚道の平面図
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図3-1 坂根堰の平面図

図3-2 坂根堰右岸魚道の横断図

図4 鴨越堰における流速測定場所

標識放流標識放流標識放流標識放流 '13年5月7日，平均体長88.5㎜，平均体重

8.5gの人工生産魚の脂鰭を切除し，鴨越堰右岸魚道上流

に2,800尾を放流した。また，標識魚の一部を津山市の

内水面研究室に持ち帰り，コンクリート水槽で飼育し，

標識による死亡状況を調査した。

結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察

水温水温水温水温 図5に鴨越堰における4～5月の日平均水温の推移

を示した。日平均水温の最低は4月12日の12.6℃で，最

高は5月26日の25.3℃であった。アユは生活適水温とい

われる12℃を超えると中・上流域へ分布域を拡大する
4)

とされるが，4月の水温はアユの遡上に問題のない範囲

であった。



- 3 -

図5 鴨越堰における日平均水温の推移

魚道改善魚道改善魚道改善魚道改善 図6に干潮時の右岸魚道の状況を示した。

干潮時には海面の水位が低下し，アユは魚道内に侵入で

きないが，満潮時には魚道の入口から2段目のプール（図

2－2参照）まで水位が上昇し，満潮前後の1～2時間アユ

は魚道内に侵入することができた。魚道内に侵入したア

ユは最上段のプールまで移動したが，魚道出口に流れ込

む流量が多く，ほとんどのアユは最上段の切り欠きを遡

上することができなかった。

図6 干潮時の鴨越堰右岸魚道

図7に改善後の右岸魚道出口付近の状況を，表1に改善

前後の流速測定結果を示した。魚道出口における改善前

の流速は0.8〜0.9ｍ/秒であったが，改善後は0.2〜0.3

ｍ/秒に低下した。魚道出口直下の流れ込みの流速は，

改善前2.1〜2.2ｍ/秒であったが，改善後1.2〜1.6ｍ/秒

に低下した。魚道出口下流切り欠きの流速は，改善前

2.4ｍ/秒であったが，改善後0.3ｍ/秒に低下した。魚が

魚道内を遡上できる条件として，魚道内の流速が魚の突

進速度以下であることが挙げられる
5)

。アユの突進速度

は，体長6，8，10㎝の場合，それぞれ体長の18.3，16.3，

17.0倍とされる
1)

。すなわち，体長6，8，10㎝のアユの

突進速度は，それぞれ1.1，1.3，1.7ｍ/秒となり，改善

前の魚道出口付近では魚道出口直下の流れ込みと魚道出

口下流切り欠きで，体長10㎝のアユでも遡上し難い流速

となっていた。一方，改善後では，魚道出口直下の流れ

込みを除き，体長6㎝のアユの突進速度以下の流速とな

っていた。

図7 改善後の鴨越堰右岸魚道

表1 鴨越堰における魚道改善前後の流速測定結果

（単位：ｍ／秒）

坂根堰魚道の採捕結果坂根堰魚道の採捕結果坂根堰魚道の採捕結果坂根堰魚道の採捕結果 内水面研究室に持ち帰り継続飼

育したアユ40尾は，5月10日まで死亡しなかったことか

ら，標識作業による死亡はなかったものと考えられた。

表2に坂根堰における遡上魚の採捕結果を示した。標識

魚は，放流3日後の5月10日に右岸魚道で3尾，5日後に左

岸魚道で1尾の計4尾が再捕された。5月9〜12日の間にお

ける天然魚の採捕数は，左岸魚道で115尾，右岸魚道で

39尾の計154尾であった。遡上魚は川の両岸に沿って遡

上することが知られている
6)

。また，遡上経路の構造物

に大きな問題が無い場合，1日当たりの遡上距離は1.6～

2.6㎞とされる
7)

。鴨越堰の右岸魚道では改善を4月28日

に実施しており，坂根堰までの距離は約10㎞であること

から魚道で滞留していたアユは5月9日までにほとんど遡

上したものと考えられた。左岸魚道では5月7日に改善を

実施しており，魚道で滞留していたアユは改善5日後の

5月12日に坂根堰に達し，急激に採捕数が増加したもの

と考えられた。
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表2 坂根堰魚道における遡上アユの採捕結果

（単位：尾）

表3に坂根堰における遡上魚の測定結果を示した。坂

根堰魚道で採捕した標識魚の平均体長は85.9㎜で，天然

遡上魚の平均体長は69.2㎜，最大体長は82.3㎜，最小体

長は50.8㎜であった。鴨越堰魚道改善後の流れ込みの最

小流速は1.2ｍ/秒と体長6㎝のアユの突進速度以上の流

速となっていたが，坂根堰で体長50.8㎜のアユが採捕さ

れたことから，アユが遡上していた壁際の流速は測定値

より小さいことが推察された。

表3 坂根堰魚道における採捕魚の体長及び体重
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